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集
後
記

創

刊
号

よ
り
十

ヶ
月

に
し

て
、

「近

世
哲

学
研

究
」
第

二
号

を
お

届
け
す

る

。
昨
年

度

は
、
年

度
末

ぎ

り
ぎ

り
す

べ
り
込

み
セ

ー

フ
と

い
う

形

で

の
発

刊

で
あ

っ
た
が

、
今
年

度

は
掛

け
値

の
な

い
年
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の

刊

行
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目
指

し
、
編
集

委

員

一
同

の
努
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で
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か
こ

れ
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現
す

る
こ
と

が

で
き
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。

と

こ
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で
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顧
問

の
酒

井
修
先
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、
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五
月

め

で
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く
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の
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え

に
な
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え
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全
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な
御
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導
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仰

ぎ
、
本
誌

の
発
刊

に
際

し

て
も
多
大

の

御
支

援
を

賜

っ
た

こ
と

は
御

承
知

の
通

り

で
あ

る

。
先
生

の
ま
す

ま

す

の
御
健

勝
と
御

活
躍

を
祈
念

し

つ
つ
、
本
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を

先
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の
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お
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す

る
さ

さ

や
か

な
記
念

と

さ
せ

て

い
た

だ
き

た

い
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号

に
は
、

依

頼
論

文
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篇
と

応

募
論

文
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篇
を

収
め

る

こ
と

が
で
き
た

。
こ
れ
ま

で
ド
イ

ツ
哲
学

関
係

の
論

文

が
す

べ
て

で
あ

っ

た

が
、
今

回

は
最

新

の
工
学

の
哲

学

に
関
す

る
論

孜
を

も
含

み
、
と

り

あ
え
ず

本
誌

の
幅

と
厚

み

を

い
く

ら

か

で
も

増
す

こ
と

が

で
き

た

。
執
筆

の
各

位

に
厚

く
御

礼
を

申
し

上
げ

る
と

と
も

に
、
応
募

論

文

の
審

査

に
御
協

力
頂

い
た

四
名

の
方

々

に
も

深
謝

い
た

し
た

い
。

今
後

も
、
内

容

の

い

っ
そ

う

の
充
実

と
拡

張
を

目
指

し
、
ま
た
年

内

刊
行
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ー
ス
を
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し
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く
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で
あ

る
。
相

変
わ

ら

ぬ
御

支

援

を

お
願

い
し

た

い
。
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